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Objective tumor distinction in 5-aminolevulinic acid-based endoscopic photodynamic 






















 蛍光スペクトラムは、630 nmに主ピークを認め、660 nm～700 nmにやや広いピークを認


















 5-アミノレブリン酸を用いた光線力学的胃内視鏡診断において、670 nm～700 nmの平均
のスペクトラム値を用いることは、630 nmのスペクトラム値を用いることに比べて、腫瘍
と非腫瘍の鑑別において、光減衰の効果の小ささから、より有用な量と考えられる。この
発見によって、5-アミノレブリン酸を用いた光線力学的胃内視鏡診断における客観性が大
きく進歩する可能性があると考える。 
